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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第４期

第３四半期連結
累計期間

第５期
第３四半期連結
累計期間

第４期

会計期間
自平成25年７月１日
至平成26年３月31日

自平成26年７月１日
至平成27年３月31日

自平成25年７月１日
至平成26年６月30日

売上高 （千円） 21,835,959 20,620,541 37,509,995

経常利益 （千円） 522,149 755,550 1,813,234

四半期（当期）純利益 （千円） 286,734 469,457 1,043,447

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 288,565 479,624 1,044,246

純資産額 （千円） 5,106,550 6,147,814 5,861,539

総資産額 （千円） 25,512,193 21,980,028 26,131,744

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 21.95 35.70 79.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 20.71 34.08 75.45

自己資本比率 （％） 19.7 27.6 22.1

 

回次
第４期

第３四半期連結
会計期間

第５期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成26年１月１日
至平成26年３月31日

自平成27年１月１日
至平成27年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.77 33.66

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

持分法適用関連会社であった205 West 147th Street,LLCは、平成26年12月に清算が結了したため、持分法適用の

範囲から除外しております。

この結果、平成27年３月31日現在では、当社グループは当社及び連結子会社７社、非連結子会社１社、持分法適用

関連会社１社より構成されることとなりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安、原油安を背景とした大企業の収益改善、雇用改善が

みられ、回復基調が続いております。海外の景気減速や財政問題等、不安要素があるものの、国内景気は、緩や

かに回復していくことが期待されております。

当社グループが属する不動産業界におきましては、平成27年３月における首都圏のマンションの新規発売戸数

が前年同月に比べ4％減少したものの、同月の契約率については概ね好不調の目安となる70％を上回る79.6%（株

式会社不動産経済研究所調査）となりました。また、平成27年３月の首都圏における新設分譲住宅着工戸数(国土

交通省統計調査)が前年同期比で横ばいに推移するなど、底堅さも見られます。

このような環境下、当社グループにおきましては、マンション事業と戸建事業を事業の二本柱として事業拡大

を図り、多様化するお客様ニーズに対応したデザイン性の高い高品質な家づくりに注力いたしました。

マンション事業におきましては、土地価格や建築費の高騰により、依然楽観視できない状況であり、今後の仕

入につきましては、比較的販売が好調な都心部を中心に用地仕入を行っております。

戸建事業におきましては、これまでの建売販売から、自社施工の強みを生かした売建販売（土地販売＋建物請

負）を中心に事業をすすめ、お客様のニーズに合わせた注文住宅の自由度の高さと建売住宅の安心価格を実現し

た「ＨＯＵＳＴＹＬＥ（ハウスタイル）」をメインコンセプトとした請負事業を強化しております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は20,620百万円(前年同四半期比5.6%減)、営業利益は

923百万円(前年同四半期比6.9%増)、経常利益は755百万円(前年同四半期比44.7%増)、四半期純利益は469百万円

(前年同四半期比63.7%増)となりました。

 

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は次のとおりであります。

なお、売上高の金額につきましては、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。

 

［マンション事業］

マンション事業におきましては、「ラ・青葉台-コルティーレ-」、「ウィルローズセンター北」、「ウィルロー

ズ上北沢」、「ＩＯＲＩＳ」等、合計209戸の引渡しを行いました。

以上の結果、当セグメントの売上高は10,895百万円（前年同四半期比5.0％減）、営業利益は1,281百万円（前年

同四半期比41.6％増）となりました。

 

［戸建事業］

戸建事業におきましては、「渋谷区本町プロジェクト」、「町田・本町田プロジェクト」、「川崎麻生・栗木田

プロジェクト」、「さいたま浦和・駒場プロジェクト」、「船橋・旭町プロジェクト」等、合計253戸の引渡しを

行いました。

以上の結果、当セグメントの売上高は9,136百万円（前年同四半期比3.9％減）、営業損失は11百万円（前年同四

半期は営業利益337百万円）となりました。

 

［販売代理事業］

販売代理事業におきましては、自社開発及び他社開発物件の販売代理及び仲介を行い、東京都区部53物件215

戸、東京都下4物件4戸、神奈川県8物件102戸、埼玉県4物件35戸、合計67物件356戸の引渡しを行いました。

以上の結果、当セグメントの売上高は654百万円（前年同四半期比35.6％減）、営業損失は9百万円（前年同四半

期は営業利益293百万円）となりました。
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［建物管理事業］

建物管理事業におきましては、マンション管理が順調に推移しました。

以上の結果、当セグメントの売上高は264百万円（前年同四半期比22.8％増）、営業利益は39百万円（前年同四

半期比15.1％増）となりました。

 

［その他］

その他におきましては、賃貸用不動産から賃料収入を確保しております。

以上の結果、当セグメントの売上高は88百万円（前年同四半期比10.2％減）、営業利益は57百万円（前年同四半

期比14.2％減）となりました。

 

（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ4,151百万円減少し、21,980百万円とな

りました。負債については前連結会計年度末から4,437百万円減少し、15,832百万円となりました。また、純資産

については前連結会計年度末から286百万円増加し、6,147百万円となりました。前連結会計年度末からの主な変動

要因は以下のとおりであります。

資産の主な要因については、現金及び預金が1,198百万円減少、仕掛販売用不動産が1,517百万円減少、販売用不

動産が1,193百万円減少したことによるものであります。負債の主な要因については、在庫減少に伴い有利子負債

が2,671百万円減少したことによるものであります。また、純資産の主な要因としては、利益剰余金が272百万円増

加したことによるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
当第３四半期連結会計期
間末現在発行数（株）
（平成27年３月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成27年5月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,193,400 13,193,400
東京証券取引所

市場第二部

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

です。単元株式数は

100株であります。

計 13,193,400 13,193,400 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

 平成27年１月１日～

 平成27年３月31日

（注）

40,400 13,193,400 1,543 389,287 1,543 276,087

　（注）ストックオプションの行使に伴う増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

平成27年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
 普通株式   

13,150,800
131,508 －

単元未満株式
 普通株式        

2,200
－ －

発行済株式総数
            

13,153,000
－ －

総株主の議決権 － 131,508 －

（注）自己株式76株は「単元未満株式」欄の普通株式に含めて記載しております。

 

 

②【自己株式等】

平成27年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自　平成27年１月１日　

至　平成27年３月31日）及び第３四半期連結累計期間（自　平成26年７月１日　至　平成27年３月31日）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,470,000 3,271,199

売掛金 5,544 5,505

完成工事未収入金 158,284 118,908

販売用不動産 4,456,055 3,263,022

仕掛販売用不動産 14,932,008 13,414,945

前払費用 788,689 470,342

繰延税金資産 213,749 251,530

その他 168,821 137,063

流動資産合計 25,193,153 20,932,518

固定資産   

有形固定資産 526,888 609,563

無形固定資産 19,607 29,241

投資その他の資産   

投資有価証券 76,706 77,955

破産更生債権等 132,929 132,729

その他 324,388 335,061

貸倒引当金 △141,929 △137,041

投資その他の資産合計 392,095 408,704

固定資産合計 938,591 1,047,509

資産合計 26,131,744 21,980,028

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,268,853 1,493,119

短期借入金 2,659,772 2,042,860

1年内返済予定の長期借入金 8,904,190 6,828,535

1年内償還予定の社債 400,000 -

未払金 360,589 185,704

未払法人税等 811,875 347,942

未払消費税等 90,006 160,046

前受金 651,234 462,426

賞与引当金 16,795 65,243

その他 338,342 93,225

流動負債合計 16,501,660 11,679,102

固定負債   

社債 - 350,000

長期借入金 3,708,910 3,779,920

繰延税金負債 6,885 8,863

その他 52,748 14,328

固定負債合計 3,768,544 4,153,111

負債合計 20,270,205 15,832,214
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 387,226 389,287

資本剰余金 1,333,456 1,335,517

利益剰余金 4,055,727 4,328,311

自己株式 △33 △33

株主資本合計 5,776,377 6,053,082

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 11,367 15,959

為替換算調整勘定 △1,591 3,983

その他の包括利益累計額合計 9,775 19,942

新株予約権 75,386 74,788

純資産合計 5,861,539 6,147,814

負債純資産合計 26,131,744 21,980,028
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成27年３月31日)

売上高 21,835,959 20,620,541

売上原価 17,609,222 16,867,588

売上総利益 4,226,737 3,752,953

販売費及び一般管理費 3,363,216 2,829,831

営業利益 863,521 923,121

営業外収益   

受取利息 2,663 1,171

持分法による投資利益 － 3,000

受取手数料 17,391 25,620

解約精算金 21,279 800

為替差益 6,149 7,678

工事補填収入 － 72,443

その他 8,207 29,651

営業外収益合計 55,691 140,365

営業外費用   

支払利息 331,177 239,584

持分法による投資損失 748 －

支払手数料 59,849 40,042

貸倒引当金繰入額 4,500 －

その他 787 28,310

営業外費用合計 397,063 307,936

経常利益 522,149 755,550

特別利益   

固定資産売却益 9 －

投資有価証券売却益 － 24,100

関係会社清算益 － 18,569

特別利益合計 9 42,669

特別損失   

固定資産除却損 6,179 47

固定資産売却損 － 497

ゴルフ会員権評価損 8,527 －

特別損失合計 14,706 545

税金等調整前四半期純利益 507,452 797,674

法人税、住民税及び事業税 207,125 361,267

法人税等調整額 13,593 △33,050

法人税等合計 220,718 328,217

少数株主損益調整前四半期純利益 286,734 469,457

四半期純利益 286,734 469,457
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成26年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
　至　平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 286,734 469,457

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △540 4,592

為替換算調整勘定 2,058 △1,384

持分法適用会社に対する持分相当額 313 6,959

その他の包括利益合計 1,830 10,167

四半期包括利益 288,565 479,624

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 288,565 479,624
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

（１）連結の範囲の重要な変更

　該当事項はありません。

 

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

　持分法適用関連会社であった205 West 147th Street,LLCは、平成26年12月に清算が結了したため、持分法適用

の範囲から除外しております。

　この結果、平成27年３月31日現在では、当社グループは当社及び連結子会社７社、非連結子会社１社、持分法適

用関連会社１社より構成されることとなりました。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
至 平成26年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
至 平成27年３月31日)

減価償却費 68,955千円 51,204千円

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成26年３月31日）

１．配当金支払額

(決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月24日

定時株主総会
普通株式 195,331 15  平成25年６月30日  平成25年９月25日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成26年７月１日　至　平成27年３月31日）

１．配当金支払額

(決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年9月29日

定時株主総会
普通株式 196,873 15  平成26年6月30日  平成26年9月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間　（自 平成25年７月１日 至 平成26年３月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３ 
マンション事

業
戸建事業

販売代理

事業

建物管理

事業
計

売上高          

外部顧客への売上高 11,474,581 9,507,784 540,048 214,483 21,736,897 99,061 21,835,959 － 21,835,959

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 474,913 1,202 476,116 － 476,116 △476,116 －

計 11,474,581 9,507,784 1,014,962 215,686 22,213,014 99,061 22,312,076 △476,116 21,835,959

セグメント利益 905,245 337,633 293,939 34,228 1,571,047 66,882 1,637,929 △774,408 863,521

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額△774,408千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない総務人事・財務経理部門等の管理部門に係る費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間　（自 平成26年７月１日 至 平成27年３月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３ 
マンション事

業
戸建事業

販売代理

事業

建物管理

事業
計

売上高          

外部顧客への売上高 10,895,875 9,136,912 235,044 263,759 20,531,591 88,949 20,620,541 - 20,620,541

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - 419,024 1,202 420,227 - 420,227 △420,227 -

計 10,895,875 9,136,912 654,069 264,962 20,951,819 88,949 21,040,768 △420,227 20,620,541

セグメント利益

又は損失（△）
1,281,914 △11,366 △9,584 39,380 1,300,344 57,412 1,357,756 △434,635 923,121

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△434,635千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務人事・財務経理部門等の管理部門に係る費用であり

ます。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成26年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年７月１日
至　平成27年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 21円95銭 35円70銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 286,734 469,457

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 286,734 469,457

普通株式の期中平均株式数（株） 13,065,046 13,151,408

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額
20円71銭 34円08銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 779,950 623,960

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年５月15日

株式会社 THEグローバル社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 齊藤　文男　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮下　卓士　　印

 

     

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社THEグ
ローバル社の平成26年７月１日から平成27年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年１月１日
から平成27年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期
連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社THEグローバル社及び連結子会社の平成27年３月31日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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